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消費電力(約） 


《]火力「12」の場含。 

《2消費電力は、鉄ホー□一鍋 
を使った場合。 


■义力調節について 


♦义カキーを巧ずと好みの义力に合わせることびでさます。 

※火力は「1 」〜 ri 吕」 まで調節でさます。 

火カ キー 


(ちヒーターで説日月しています。） 


設定キ- 
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• - • - • -^ 



「1」「4」「7」「10」 


f 胃■力なの 1 P 400 W 1.1 kW 2.0 kW 


■火力を 上げる 
- 火力を下げる 

※消費電力は、鉄ホー□一鍋を使った場合です。 


煮5 ][ 蒸す ][ ゆで a 


义力 m 〜 r4j 


义力 r4_i ~ rsj 


义力巧 j-rzj g 义力 r7j 


保温など 


巧く II 'は‘める 


カレーやポタージュ煮魚やひと煮立ちし煮ちのなど、煮汁び水を沸と5させたり、 
などのとろみのあるたちのを煮込むときをいちのをひと煮ただし汁を煮たてると 
をのを煮込むとき ちさせるとき さ 


义力 r 引 ~ r 引 


义力 r4j ~ r7j 


义力 r 引 ~ r 引 


义力 r 引一 ri 


中までじっくり火を卵料理などの弱めの一般的なげめをの 
通すとさ 炒めをの 


肉類を焼<とさ 


乂力の目安 
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消費電力(約） 


火力「9」の場合。 

消費電力は、鉄ホー□一鍋を使った塌含。 


■乂力調節について 


♦义力設定キーを巧ずと好みの义力に合わせることびでさ 
まず。 

※火力は「1」〜「9」まで調節できます。 


の/スタ-卜 


設定 キー 


火力を下げる- 


火力を上げる 


中央ヒーターの上手な使いかたは… 

煮込み料理のよ5にとろ火で長時間調理するときは、左•ちヒーターの高火力で沸とラさせてから中央ヒーターに 
移して調理すると左’ちヒーターびち効にま用でさます。 

ルさめの鍋饱の直径12〜]已 cm ) を使った調理や少量（鍋の高さの1/4量くらい）の調理をするときの火力調整び 
容易にでさます。 


お願い 


’ r 強火』 や 『八イバワ ー』は火力び強いため、少量の食品を調理する場合、鍋やフライパンを傷めてしまうことびあ 
ります。また鍋底の薄いちの、鍋底びそっているフライバンや鍋はホ熱する場合びありますので火力を下げて使5 
ことをおすすめします。 

’火力び強い場合、鍋ややかんの形状などによってはふきこぼれたり、蒸気び勢し)よく出る恐れびあります。沸とうしたら 
火力を下げて < ださい。 

’調理をするとさはそばを離れないでください。 

’煮込みなどで長時間ご使用時は、途中でかきミ居だるなどし、ふきこぼれや焦げつかせなし化うにしてください。特に調理 
タイマーを使用するときは焦げつきにミ主意してください。 

’みそ汁やカレーのルーなど底に沈殿しやすし巧のを温めなおすときは、弱火でかき混ぜなびら巧ってくださし)。 

※鍋底に沈殿したみそやカレーのルーなどび温まると突然のさ上げたり、鍋び跳ね上びることびあり、やけどの恐 
れびあ0ます。 

’少量の油を入れて予熱する場合は、火力を弱めにするなど加熱し過ぎなしけうにしてください。 

※油の温度び急激に上がり、油び発火することがあります。 


♦ヒーターを 切0忘れた場合は、切り忘れ防止自動停止機能び働さ、操作を約4巳分経過すると自動的に通電を停 
止します。（調理タイマー使用中は切り忘れ防止自動停止機能は働きません。） 

参 火力 ri 2」は最大約10分継続使用すると、火力 ri 1」に下びります。 

♦火力 「12」「11」は合計で約 1 巳分継続使用すると、火力「10」に下びります。 
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II 左.ち.中央ヒ—夕—調理をずる前に 





























































































































左•ち•中央ヒーター 

ヒーターの基本的な使いかた 


※をヒーターで説明していまず。 


m 


〇 

0 


鍋に材料を入れ、ヒーター 
の中央に置く。 


電源 I 

の/入 [ _ 

「電源」スイツチをブヴーび鳴る 
まで押して < ださい。 

電源ランプび点灯します。 



义カ キーを 巧す。 

※火カキーの『とろ义』、『弱义』、『中义』、『強义』のいずれかを巧してくださし、。 


巧 上面操作部の 孤が-ト キーを巧す。 


※乂カキーを押した後、約30秒(内に 晒ス》-ト キーを押さないとブヴーび鳴り、火力設定び解除されます。 


0 調理び終わった5 \ mH \ キーを巧す。 

•通電を停止します。 

0 使用後は f 熏 [ I を巧して電源を切る。 

•電源ランフび消灯します。 

※通電を停止したときや電源を切ったをでを、トッププレートの温度び約80でけ下になるまで r 高温注意」表おを続 
けます。 


を•ち • 中央ヒーターの調理タイマーの使いかた (例： 30分の調理タイマーをセツ 


〇0 タイマーキーを巧す。※調理中に設定します。 


〇設定できる時間は 

☆ 『とろ义』（火力 r 1」 ） 〜『弱义』（火力 r 吕」〜「5」 ）. 9時間已已分 

☆ 『中义』（火力 r 巨」〜「8」 ） 〜 『A イイの一』（火力 n 1 」~ n 2 」 ） … 1 時間 

☆保温 . 1時間 

☆煮込み . 2時間 




タィト'〇:〇〇 


◎ 1分〜1時間までは1分単位、1時間〜巳時間までは] 0分単位、巳時間〜 
9時間已巳分まで30分単位で設定でさます。 


※長い時間に設定する場合は 「日り日」 から設定キー D で逆送りにすると早く合わせられます。 
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〇 

0 


鍋に材料を入れ、ヒーター 
の中央に置く。 


csfliSIS 
巧源 


I 「電源」スイッチをブヴーび鳴る 
まで押して < ださい。 

電源ランフび点灯します。 



义力設定キー D を巧す。 


上面操作部の 脈》-ト キーを巧ず。 


※火力『7』で通電を開始します。 


※乂力設定キーを巧した後、約30秒む内に 脚 スタ-トキ ーを押さないとブヴーび鳴り、义力設定び解除されます。 


0 調理が終わった！5 キーを押ず。 

•通電を停止します。 

0 使用樹ホ 


電源 

助/入 


を巧して電源を切る。 


•電源ランフび消打します。 

※通電を停止したとさや電源を切った後でを、トッププレートの温度び約 8 o°c け下になるまで r 高温を意」表示を続 
けます。 


0 時間を設定する 


〇設定キーを押して時間を設定します。 

〇時間の設定び完了したら、約3秒間たつとブヴーび鳴り、調理タイマー 
びスタートします。 

〇調理タイマー終了後は通電を停止し、メ □ディーでお知らせします。 

<お願い> • タイマーを使ラときは、ふさこぼれや焦げつさにご注意くださし、。 


回 


む淵 



I 補 

スタート 


II 左.ち.中央ヒ—夕—ヒ—夕—の基本的な使いかた 


♦タイマー表示の際 rr だ Hu 」 の表示のまま約30秒間放置すると調理タイマーび解除され、火力表示に戻ります。 
♦途中で調理タイマーを解除すると田んもう一度©タイマーキーを巧してくださし、。 
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左•ち ヒーター 

自動湯わかしの使いかた 

※左ヒーターで説明していまず。※左•ち同時に自動湯わかしはできません。※使える鍋は f -» P .12、13) 

◎自動でお湯をわかずとさに使用しまず。お湯がわいた後、約已分間保温し自動的に通電を停止しまず。 


0 やかんや鍋に水を入れ、ヒーターの中央に置く。 

• 水の量は1 L 〜やかんや鍋の満水量の60%まで（最大 2 L ) 。 

• 必ずやかんや鍋の&たをしてください。 

©If □を入れる。 


• 「電源」スイッチをプヴーび鳴るまで押してください。 
• 電源ランプび点打します。 



お願し、 

•水量は必ず 1 L 〜 2 L の範囲内でねかしてください。 

水量び多いとお湯びわく前に停止したり、水量び少ないと、水びなくなり空だきになる場合びあります。 

•常温の水を使用してください。また、自動湯わかし中は、ふたの開け閉めや水の追加をしないでください。温度セン 
ヴーび正しく働かず、お湯びわく前に停止したり、ふさこぼれたりする場合びあります。 

•水しソ外（だし汁やスーフ •= ルク•むぎ茶パックなど）をねかさないでください。温度センサーび正しく働さません。 



♦やかん や鋼の底び変形していたり、水や異物び付着していると自動湯わかしび正常に動作しない場合びあります。 
♦ふたの 形状によっては、ふさこぼれる場合びあります。 

•やかん や鍋の材質•厚さ•水温などにより、お湯びわく前にブヴーびなったり、わいてちすぐに鳴らないことび 
あります。 


© 上面操作部の g キーを巧し 

『湯わかし』を選ぶ 



衛 f ものちわ化巧涅巧巧 


’厂前ものし湯ゎかし]に照豆1户映飯）， 


0キ-挪すごとに切り換わります。 


〇 


上面操作部のキーを巧し 

お好みの温度を設定する 


靡 


’自動湯わかし開始前または開始してから約10秒間（設 
定キーのランフび点滅している間）湯わかしの温度を 
調節でさます。 


低め 


[1 イ ► 叫 


標準 


高め 


0 


上面操作部の 


画を- 卜 1 キーを巧す 



•》 B キ-娜した後、約30み似网こキ-娜さ 
ないとブヴーび鳴0、メニュー逞択び解除されます。 

〇お湯びわいた後、ブヴーでお知らせし液晶表示びオレン 
ジから S ド U にかわり約已分間保温します。 

•保温び終了すると自動的に通電を停止しメ□ディーで 
お知らせします。 


高温を意 


湯りかし 


( ピッピッピ I が 


湯わかし 


※調理後などでトツププレートび熱い場合（表示窓に「高 
温を意」を表示しているとき）は、温度センサーび正し 
く働かなくなるため、 ^ キーを押してちブヴーび 
鳴つて通電を開始しません。 

火力設定による加熱で行ってくださし、。 f 今 P .1 已） 


0 湯わかしび終わった5 |深[ I を巧して電源を切る。電源ランプび消灯します。 


※通電を停止したとさや電源を切った後でち、トッププレートの温度び約 scrcLU 下になるまで、表示窓の「高温 
注意」を点巧し続けます。 


左•ちヒ—夕—自動湯わかしの使いかた 
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左•ち ヒーター 

自動炊飯の使いかた 


※をヒーターで説明していまず。※を•右同時に自動炊飯はできません。※使える鍋は 吞 P .1 2、13〕 


〇 準備ずる 

① 付属の 計量 カツプで米をはかる。 
•すりきり1杯び約] 80 mL (約]合）です。 


X 




〇 




《1、2、3カップが炊けまず。 


白米 

水 

1カップり 80 mL ) 

220 mL 

2カップ (3 目日 mL ) 

42日 mL 

3カップ(巳4日 mL ) 

己己 Om し 


無洗米 

水 

1カップ (18 曰 mL ) 

240 mL 

2カップロ目日 mL ) 

4 己 日 mL 

3カップ(日 40 mL ) 

630 rnL 


• 炊さ上びりをお好みのかたさにしたいとさは、水量 
を増したり減らしたりしてください。（増減する量 
は10%までに） 


⑨ 米を研ぐ。 

• 十分に洗い流してください。（おこげび出来たり、ヌ 
力臭くなる原因） 

• 無洗米をご使用のときは、水を入れてにごりび強い 
場合は軽くすすいでください。 



①たっぷりの水でヴッと③ r 研ぐ一洗い流す」をく 
かさミ居だ、水を素早く り返し、水びされいに 

捨てる。 なるまで洗5。 


③ 米を研いだ6ザルに上げて巧分に水切りをずる。 

•ヴルに上げたまま放置しな 
いでください。（米が割れて 
ベちやつさの原因） 


④ 水を入れ30分 1 U 上浸し、水を含ませる。（を場は1時 
間 1 U 上） 

• お湯は使わないでください。（ベちゃつさの原因） 

• アルカ I 」度の高い水で炊飯すると、ごはんび黄変したり、 
ベちゃついたりする場合び 
あ D ます。 

•無洗米は、おず底からかき 
混ぜ米と水をなじませてく 
ださい。 




0 鍋に材料を入れ、ヒーターの中央に置く。 

• 必ずふたをしてくださし、。 


@ 


電源 

の/入 


を入れる。 


「電源」スイツチをブヴーび鳴る 
まで押して < ださい。 

電源ランプび点灯します。 



■巧き込みごはんを巧くとき 

参水量'''調味料の分量だけ減らす（米は水だけで浸す） 

参具'•'米の重さの30%程度 

巧く直前に、調味料を入れてかきミ居せ'、具を米の上に載せる。 




〇 


上面操作部の g キーを巧し 

『炊飯』を選ぶ 


衛ずもの新かし巧湿巧巧 




:-〔揚げ も。, 户 湯树 、し— 〔保温今 [' 01歯つ； 


ちキ-挪すごとに切り換わります。 


@ 


上面操作部の DQ キーを巧し 

米の量(カップ数)を設定する 



※調理後などでトップフレートび熱い場合 （ r 高温を意」 
を表示しているとき）は、温度センサーび正しく働かな 
くなるため ra キーを押してをブヴーび鳴って通電 
を開始しません。（十分さめてから行ってください。） 




@ 


上面操作部のキーを巧し 

炊飯する 



〇お好みに応じて巧きかげんを調節できます。 

了 U イ非 131 

よわめ 標準 つよめ 
み (1 カップの場合） 

• 自動巧飯を開始してか日約10秒間（設定キーのランプげ 
点滅している間)のさかげんの調節びでさます。 


約30秒！;■(内に 晒スタ- ト キーを押さ 


《0 キ-娜した後、 

ないとブヴーび鳴り、メニュー選択び解除されます。 
※カップ数をまちびえたとさは、上面操作部の 画る- 卜 1 キー 
を押して自動炊飯を中止し再度操作をしてください。（自 
動炊飯び巳分な上たっていたら自動では炊けません。） 
[-» P .42 l 

《「よわめ」「つよめ」は鍋底の焦げの状態を調節します。 
※ごはんの「やわらかめ」「かため」は水かげんで調節して 
<ださし、。 

※炊飯の残時間び確定すると残時間表おに切り換わります。 


畐温主意 


»飯 沒リ 


《1分刻みで減ります。 


e 


自動炊飯び終了した5 

すぐにほぐす 


〇炊さ上げ後蒸らしび終わるとメ □ディーでお巧らせし、 
通電を停止します。 

※でさ上がったらなるべく早めにお召し上びりください。 
「保温」は使用できません。 

※を場（室温びほい時）は底び焦げつさやす<なります。 
終了後はすぐにほぐしてください。 


© 


'巧飯が終わった5胃 


の/入 


を巧して電源を切る。電源ランプび消打します。 


※通電を停止したとさや電源を切った後でち、トップフレ- 
を点灯し続けます。 


卜の温度び約 scrcui 下になるまで、表示窓の r 高温ミ主意」 


お願い 


’鍋の底び変おしていたり、水や異物が付着しているとラま<炊けない場合びあります。 

’炊飯中は、ふたを開けたり鍋を動かしたりしないでください。温度センサーび正しく働かず、5まく炊けない場合 
びあります。 


♦炊 飯中は、飛まつ（泡）び飛び散ります。 ♦自動 炊飯は、約37〜40分かかります。 

参 炊飯終了後、ふたび開かないとさは r 題火』で少し加熱してください。 
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左•ちヒ—夕—自動炊飯の使いかた 

































































































左•ち ヒーター 

左•ちヒーターで揚げる (揚げをの温度コント□ールの使 

※をヒーターで説明していまず。※を•ちヒーター同時に揚げものはでをません。※調理タイマーは使用でさまはん。 

参油量がかなかったり、鍋底に凹凸やそりのある場合は、油温が設定温度より高くなり、発义の原因に 
なりまず。 


〇 付属の天ぶ!5鍋に油約己00邑 （0 .已目 L ) 〜約800邑 (0.9 L ) を入れ、 
ヒーターの 中央に置く。 


ミ由量已00臣 ミ由量已00邑 



※油量已00旨 （0 .巳巨 L ) 未満で調 
理した0、鍋をずらして置か 
ないで < ださい。 

油温び上びり過ぎた0、正し 
く温度調節でさな<な0、発 
火の原因になります。 

0 If □を入れる。 

• 「電源」スイツチをブヴーび鳴る 
まで押して < ださい。 

• 電源ランプび点灯します。 




A 警告 



♦付属の天ぷ己鍋 lim は使わない。 

♦鍋は中央に置いてください。 


♦底に凹凸やそりのある鍋で揚げをのをしなし、。 

♦おず揚げちの温度コント□ールを使用し、付属の天ぷ 
ら鍋で調理してください。 

參油は已00邑 （0 .已 6 L ) 未満では調理しない。 

油は巳0 Og (0 .巳巨 L ) 〜80 Og (0.9 L ) の範囲で調理 
して < ださい。 

鍋び違ったり油の量が少ないと、油び過熱され発火す 
る恐れびあります。 

また油の量び多すぎると、あふれてやけどや火災の原 
因になります。 


お願し、 

• 付属の天ぷら鍋は空だきしないでください。 

• 銅やトップフレートを確認し、正しい鍋に取り換えたり、トッププレートをお手入れしてか b ご使用ください。 

• 次のような使いかたをした場合、揚げちの鍋そり検巧機能び働き、通電を停止する場合びあります。 

(1) 鍋底び約 2 mm しソ上そっていたり、変おした鍋を使用した場合 
(吕）鋼底やトッププレートに異物や'汚れび付着している場合 
(3) 予熱中に油をミ主ぎ足した場合 

(3) の場合は、上面操作部の r 切/スタート」キーを押して揚げちの温度コント□ールを終了し、を5—度揚げち 
の温度コント□ールを設定してくださし、。 

※油の種類によっては、油煙び出る温度び異なります。 

※再使用油は油煙び出やすくなります。 


いかた) 


キ-娜した後、約30秒政内にキ-娜さ 
ないとブヴーが鳴り、 X こユー選択が解除されます。 




上面操作部のキーを巧し 

適温になった5調理を始める 




〇予熱が終了するとメ□ディーが鳴ってお知らせし、液 
晶表示窓に「適温」を表示します。 


0 調理が終わった5上面操作部の 

電源を切る。電源ランプが消なしまず。 

※通電を停止したとさや電源を切った後でち、トップフレートの温度び約 8 o ° ci ； rF になるまで、表示窓の r 高温注意」 
を点灯し続けます。 



• 「適温」表示まで巳00旨の油で約8分ほどかかります。また途中で油温設定を変えると長くなる場合びあります。 
♦油 温設定は調理時の温度目安です。油の量や材料により異なります。またな料び入っていない場合はやや高めの 
温度になります。 

• r 高温注意」中に調理を始めるとオレンジ色から表おします。 

♦ヒーターは 切り忘れ防止自動停止機能び働き、操作後約4巳分経過すると自動的に通電を停止します。 


¥ を -卜| キーを巧して通電を停止し、 驟 I I を巧して 




上面操作部の0キーを巧し 

『揚げらの』を選ぶ 



送けもの新かし巧な巧巧 


旧口 


: j 揚げものし亂かし护席届1^し》:飯卜 


0キ-挪すごとに切り換わります。 


〇 


上面操作部の QD キーを巧し 

お好みの油温を設定する 


〇お好みに応じて油温を調節でさます。 



じ,剖ィ^ぶ01仆 

▲ 


ミて!固仆巧日イ►ぶ日 


「1已0」「160」「170」「180」「190」 
「200」 の中から選べます。 



化 


財 


nu 


財 


予熱中 



温 

適 


左•ちヒ—夕—で揚げる(揚げもの温度 n ント □1 ルの使いかた) 




























































































左•ち•中央ヒーター 

保温の使いかた 


※をヒーターで説巧していまず。※使える鍋は [- > P .12、13 j 


◎調理終了後、調理物びさめないよラに保温しまず。 
◎保温でさるのはみそ汁、スープなどの汁物やカレー、 
シチューでず。（ごはんや炒めものは保温でさま 
せん。焦げつさの原因となりまず。） 

◎保温びできる量は約200邑〜800邑まででず。 
◎調理物がさめてしまった場合は、あたためてから 
保温してください。 



〇 上面操作部の@キーを巧し 

『保温』を選ぶ 



调 


まげものまわかし巧る巧な 


-- 〔揚げもの j 户湯わかし1►〔瓶品广炊餓1■: 


牛 J 


4 


0キ-挪すごとに切り換りります。 


保温の目安 


8 ! 3 い ► 3 刮 

カレー、シチューなど みそ汁、スープなど 


• 上面操作部の設定キーを巧し、保温「80」イ ► 保温 
「90」を選ぶ。 




上面操作部の 

画 スタ- h 〕 キ^を}甲す 


《 B キ-娜した後、約 3 日み似阿 こ醉^ キ-娜さ 
ないとブヴーが鳴り、メニュー選択び解除されます。 

〇保温中に再度設定キーを押すと、保豆「80」ィ ► 保温「90」 


ををえることがでさます。 



〇保温中に調理タイマーを使ラことびでさます。（設定時 
間は]時間までです。） 


0 保温が終わった5上面操作部の f 晒を-卜 j キーを巧して通電を停止し、 ff 〔 I を押して 

電源を切る。電源ランプび消なしまず。 

※通電を停止したとさや電源を切った後でを、トッププレートの温度び約 8 o ° cL ソ下になるまで、表示窓の r 高温注意」 
を点灯し続けます。 


お願い 

•保温中はときどきかきまぜて焦げつかせないよラにしてください。 



♦調理 タイマーを使用しない場合、約4已分で自動的に通電を停止します。 

♦長時間 保温すると食材び焦ばつく場合びあります。 

♦保温 「80」「90」は温度の目安です。調理物の種類や量、鍋の種類や大ささ、厚さにより実際の温度び異なる場 
合びあります。 


中央ヒーター 


煮込みの使いかた 


※使える鍋は [- > P .1 2.131 

◎調理物が沸とラした日煮込みまず。 

◎煮込みできるのはカレー、肉じやが、ポトフなどでず。 
◎煮込みできる量は約40 Og 〜800旨まででず。 



煮込みを上手に仕上げるためには… 

’鋼の大ささは材料と煮汁を入れて鍋の高さの1/2〜2/3 くらいになる大きさび適しています。 
‘煮汁の量は材料びかぶるくらい（ひたひた程度）び目安です。 


〇 


上面操作部の®キーを巧し 

『煮込み』を選ぶ 


煮込みの目安 



-■►皮〕►[煮!み]卜 


で . 4 . -T 

g キ-娜すごとに切り換わります。 

上面操作部の設定キーを巧し、煮込み加減を調節し 
ます。 


カレーや 
シチューなど 
とろみをつけ 
る調理やみな 
い量で調理す 
るとさに使い 
ます。 


] 非]非句 


肉じやび、筑 
前煮、□ール 
キャベツ、た 
このトマト煮 
などの調理に 
使います。 


ポトフ、おでん 
など汁気のを 
い調理や量び 
をいときに使 
います。 



よねめ 


□ _い ► 卜! I 

標準 つよめ 


〇煮込み加減は目まです。調理状態を見ながら調節して 
<ださし、。 


0 


上面操作部の 

區 ロタ- hj キ—を}甲す 


《0 キ-娜した後、 
ないとブヴーび鳴り、 


約30砂 Li (内に の口》-ト キーを押さ 


メニュー選択び解除されます。 


綿 


〇煮込み中に再度設定キーを押すと、煮込み加減を変える 
ことびでさます。 

〇煮込み中に調理タイマーを使ラことびでさます。（設定 
時間は2時間までです。） 


0 煮込みび終わった5上面操作部の I 邮を-卜 I キーを押して通電を停止し、 
て電源を切る。電源ランプが消なしまず。 


電源 

の/入 


を押し 


※通電を停止したとさや電源を切った後でち、トップフレートの温度び約 scrcui 下になるまで、表示窓の r 高温注意」 
を点灯し続けます。 


お願い 

煮込み中はとさどさかさまだて焦げつかせないよラにしてくださし、。 


♦調理 タイマーを使用しない場合、約4巳分で自動的に通電を停止します。 

参 長時間煮込むと食材び焦げつく場合びあります。 

参 調理物の種類や量、鍋の種類や大ささ、厚さにより煮込み加減び異なる場合びあります。 
参 煮込み中ふきこぼれる場合は、ふたをずらしてください。 


左.ち.中央ヒ—夕—保温の使いかた/中央ヒ—夕—煮込みの使いかた 
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